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　1．はじめに
　クテナンテ・オッペンハイミアーナは、クズウコン科の多年草植物で主に室内で観賞

されている。この植物は、昼間横に展葉していた葉身を、夜間葉枕部位で立ち上がらせ

る運動を行う。こうした運動は、マメ科植物のネムノキやオジギソウの小葉が昼間開き

夜間閉じる、いわゆる就眠運動と同様の運動と考えられる。就眠運動は、光、温度、接

触などの外的刺激により1日周期で行われるように、本植物の葉身の上下運動も1日周

期によるものと思われる。

　また、この植物は周期リズムで行う運動以外にも、夏季のガラスハウス内では日中で

さえ葉身を立ち上がらせる。こうした環境下で生じる運動は、炎天下での直射日光を避

けて、葉温の上昇を抑制するための自発的な運動のようで大変興味深い。この現象は・

ある域の温度に遭遇することで反応する熱傾性の運動と考えられるが、本植物のこうし

た運動を温度とめ関係から検討した研究報告は見当らない。

　本研究は、葉身を立ち上がらせる運動の目的やその作用機構を明らかにすることを目

的とし、種々の角度から検討を加える予定である。本報告では、葉身の動きと温度との

関係にっいての基礎資料を得る目的で、暗黒および光照射の異なる温度条件下における

葉身の動きを調査した。

　2．材料及び方法
　1995年11月23、24日に、鉢植えのCtenanthe　opPenhe　imiana（E．　Morr）K．　schuumをイン

キュベーター（サンヨーMIR－152）内に搬入した。インキュベーター内の温度は、それ

ぞれ60分ずっ10、20、30、35、30、20、10℃の温度が継続するように設定した。この温

度処理は、暗黒条件と光照射条件下（PPFで約37μmols－1m－2）で行なった。

　処理中は、植物体をインキュベーター

内に、写真機はインキュベーターの観察

窓に固定した。写真撮影は、1枚の葉身

に照準を合わせ、その葉身が時間の経過

とともに立ち上がっていく様子を処理開

始より5分置きに行った。そして、撮影

した写真を格子状の目盛りが入った透明

なシートの下に敷いて、第1図のように

葉身の角度を求めた。

　3．結果及び考察

　第2図に、光照射条件下における各段

階の温度が葉身の動きに及ぼす影響を示

した。葉身は、インキュベータ内温度が

10℃の段階でやや下垂したが、20℃から

30℃に近づくににっれて徐々に上昇し、

30℃の段階で急激に立ち上がった。
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葉身は、その後も立ち上が

り続け、処理温度が35℃か

ら20℃に低下して約60分経

過した段階で、立ち上がり

角度が最高値の98度に至っ

た。その後、葉身は処理温

度が10℃に低下し始めた段

階より下垂した。

　また、第3図に暗黒条件

下における各段階の温度が

葉身の動きに及ぼす影響を

示した。葉身は、インキュ

ベータ内温度が10℃では下

垂し続け、20℃ではほぼ横

這いに推移した。葉身は、

処理温度が30℃に近づく段

階より上昇し始め、30℃か

ら35℃の段階で急激に立ち

上がり、35℃処理の60分後
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には立ち上がり角度が最高値の110度に至った。その後、葉身は処理温度が低下するに

っれて下垂した。

　植物の葉や花などの器官は、温度や光などの外的刺激により、なんらかの運動を行う。

マイハギは、本研究のク

テナンテ・オツペンハイミ

アーナに類似した葉の運動

を行う。この運動は35℃の

温度で活発に行われ、22℃

ではほとんど行われない。

本実験のクテナンテ・オツ

ペンハイミアーナの葉身は、

30℃以上の温度に遭遇する

ことでより敏感に立ち上が

り、20℃以下の温度には影

響されなかった。このこと

から、本植物もマイハギに

類似した温度域で葉が運動

することが示された。また、

温度に対する葉身の反応は、

光照射下より暗黒下に置か

れた場合の方がより敏感で

あることも明らかとなった。

こうした反応は、本植物の
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就眠運動が光条件と密接に関連して起こることを示唆しているものと思われる・

　一方、本実験では葉身の下垂する現象が、暗黒条件の10℃の段階で観察された・玄関

先などに置かれた本植物は、冬季にしばしば葉身を下垂することがある・こうした現象

は、10℃程度の温度によって起こるものかもしれないが、この点については更に検討が

必要である。

　代表的な運動として周知されている就眠運動については、運動のメカニズムを物質サ

イドから解明しようとする論文が多く、就眠運動の目的について論じた報告は少ない。

　ダイズの就眠運動は、一種の光傾性運動とされ、光強度の弱い早朝では小葉を広げ・

光強度の強い日中は小葉を閉じる。こうした運動は、葉からの蒸散を抑制するために行

われると考えられている。また、ある種の植物が夜間の温度低下によって葉を下垂させ

る就眠運動は、夜間における葉からの放熱を抑制するために行っている。本研究では、

クテナンテ・オッペンハイミアーナの葉身が日中、高温下で立ち上がる運動目的につい

て注目している。一般的な植物は、高温下に置かれた場合、緩やかに葉の位置を変化さ

せる程度であるが、本植物は短時間のうちに葉身を立ち上げる。こうした運動により・

炎天下での直射日光を避けることができる。この運動が葉温の上昇を防ぐための手段と

仮定した場合、短時間にこれほど顕著な葉身運動を行い自己防衛する植物は他に多くな

いと思われ、本植物の持っている特異的な能力に興味が抱かれる。今後は、本植物が行

う運動について種々な角度から検討を加え、運動の目的を模索するとともに・その運動

の活用や有用性も合わせて検討してみたい。
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